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「
第
五
回
琉
球

・
中
国
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
九
九
一
年
三
月
に
、
沖
縄
県
と
中
国
と
の
間
で
調
印
さ
れ
た
「
清
代
の
梢
案
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
相
互

交
換
に
関
す
る
中
国
第

一
歴
史
梢
案
館
と
日
本
国
沖
縄
県
教
育
委
員
会
と
の
覚
書
」
に
基
づ
い
て
開
催
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
第
一
回

の
調
印
締
結
か
ら
今
日
ま
で
の
八
年
間
に
、
沖
縄
と
北
京
で
交
互
に
四
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
十
二
月
に
、

こ
れ
ま
で
の
「
覚
書
」
は
「
日
本
国
沖
縄
県
教
育
委
員
会
と
中
国
第

一
歴
史
梢
案
館
と
の
琉
中
歴
史
関
係
学
術
交
流
に
関
す
る
協
議
書
」

と
改
め
ら
れ
、
調
印
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
こ
の
新
し
い
「
協
議
書
」
に
基
づ
く
最
初
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

な
り
ま
す
。

本
日
は
、
日
本
側
か
ら
沖
縄
県
歴
代
宝
案
編
集
委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
多
数
の
研
究
者
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
大
東
文
化
大
学
の
生

田
滋
教
授
と
那
覇
市
歴
史
資
料
室
の
田
名
真
之
室
長
が
研
究
発
表
を
行
い
ま
す
。
ま
た
中
国
側
か
ら
は
、
中
国
第

一
歴
史
桂
案
館
副
館

長
の
楊
継
波
先
生
を
は
じ
め
、
江
西
省
梢
案
局
の
呉
願
軒
先
生
な
ど
、
各
地
の
梢
案
局
の
研
究
者
十
二
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
中
国

第
一
歴
史
梢
案
館
の
呉
元
豊
先
生
、
李
国
栄
先
生
、
方
裕
謹
先
生
、
朱
淑
媛
先
生
の
研
究
発
表
が
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
じ
っ
く
り
と
討
論
を
重
ね
ら
れ
、
多
大
の
成
果
を
収
め
ら
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

第
五
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て

沖

縄

県

教

育

委

員

会

教

育

長

安

室

蓋
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九
九
九
年
三
月
六
日

さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
、

日
本
と
中
国
は
こ
れ
ま
で
隣
国
と
し
て
長
い
友
好
の
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
特
に
我
が
沖
縄
県
の
場

一
三
七
二
年
に
琉
球
国
中
山
王
察
度
が
洪
武
帝
の
招
諭
を
受
け
入
れ
て
中
国
に
進
貢
し
て
か
ら
一
八
七
九
年
の
廃
藩
置
県
に
至

る
ま
で
、

五
百
年
に
わ
た
る
国
家
間
の
正
式
な
通
交
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
、
琉
球
は
中
国
と
の
冊
封
・
進
貢
関
係
を
と
お
し

て
中
国
の
高
度
に
発
達
し
た
文
化
を
取
り
入
れ
、
独
自
の
歴
史
を
築
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
琉
球
と
中
国
の
交
渉
史
の
研
究
に
関
し
ま
し
て
は
、
過
去
四
回
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果

は
も
と
よ
り
、

日

・
中
の
多
く
の
研
究
者
の
努
力
に
よ
り
ま
し
て
、

そ
の
全
容
が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
近
年
の
『
歴
代
宝
案
』
校
訂
本
、
訳
注
本
、
『
清
代
中
琉
関
係
梢
案
選
編
]
『
同
続
編
』
『
同
一
二
編
』
な
ど
の
相
次
ぐ
刊
行
に
よ
り
基

礎
資
料
が
身
近
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
と
、
決
し
て
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
交
渉
史
の
細
部
に
つ
き
ま
し
て
は
、

必
ず
し
も
十
分
に
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、

日
・

中
両
国
の
研
究
者
が

一
堂
に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
専
門
の
立
場
か
ら
琉
球
と
中
国
の
交
渉
史
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
両
国
の
学
術

交
流
を
促
進
す
る
上
で
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
交
渉
史
の
研
究
に
と
っ
て
も
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
期

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日
の
研
究
発
表
を
な
さ
れ
る
先
生
方
、
な
ら
び
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
皆
様
の
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
析
念
い
た
し
ま
し
て
、
開
催
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

待
し
て
い
ま
す
。

合
は
、

(2) 


